
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

<写真は令和4年度研修会の様子> 

 私立学校初任者研修は、私立学校に新たに採用された先生～教員歴5年程度の先生を対象とした研修会で

す。九州地区研修会は福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄の各県から毎年多くの先生方が参加し、

研鑽を積んでいます。 

主催 一般財団法人日本私学教育研究所 

後援 日本私立中学高等学校連合会・九州地区私立学校協議会 

実施 鹿児島県私立中学高等学校協会 

会  期 令和 5 年 7 月 5 日(水)～7 月 7 日(金) 2 泊 3 日 
研修会場 城山ホテル鹿児島(鹿児島市新照院町 41-1 099-224-2211) 
参 加 費 39,000 円 
 
参加ご希望の方は、別紙「実施案内」の参加申込書を各県私学協会宛に郵送またはメールでお送

りください。 

令和５年度 

私立学校初任者研修 

九州地区研修会 

 

https://www.shiroyama-g.co.jp/access/
https://www.shigaku.or.jp/index.html
http://kagoshima-shigaku.com/


九州地区初任者研修会では
 

1.私学教育を知る 
 これからの時代を生きる生徒たちに求められる教育の在り方や、私立学校ならではの「建

学精神」の重要性について講話・講演を通じて学び、深く考え、「私学人」としての意識と

自覚を高めます。学校という日常の世界からここで一度外の世界に目を向けて、私学教員

となった自分の姿を客観的に見つめてみましょう。 

 

2.生徒指導・学習指導のスキルアップをはかる 
 日々の仕事の中で出会う様々な教育課題を採り上げて、こう

した課題に取り組んでいらっしゃる経験豊かな講師をお招きし

て、お話しをうかがいます。その講義をもとにグループ討議

を行い、参加者同士が情報共有や意見交換を重ねて知識を深

め、スキルアップを図ります。今年度は、①生徒対応や保護

者対応の基礎となる「新任教師としての心構え」、②新学習

指導要領のもとで「探究」や「学び向かう力」などの新しい課題を

授業の中で展開するために「授業改革をどう進めるか」について、多くの時間をかけて研

修します。 

「事前レポート」に研修前の自分の考えをまとめる。それ

を起点として➡「講義」を聴いて新たな知識や技能を修得す

る。それを参加者が持ち寄って➡「グループ討議」「グループ

発表」を行って…、という研修プロセスは初任教員の皆さん

にはハードかもしれません。でも仲間との協働で得た成果に

よって、最後には「私も二学期からまた新たな挑戦を…」、と

いう意欲が湧いてくるはずです。 

 

3.他校の先生との交流を通じてネ
ットワークをつくる 

教育上のテーマを決めた講義やワーク等の研修も

大切ですが、参加者同士が日常の悩みや不安を語り

合い、励まし合いながら、私学教員間にネットワー

クを構築することも、この初任者研修会の大きな目

的です。今年度は久しぶりに「経験交流会」の時間

を設けたので、参加者の皆さんはぜひ、自分の新し

いホームグラウンドを作ってはいかがですか。 
 



前年度参加者の声 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4 年度初任者研修会参加者 

長崎日本大学中学校・高等学校 

吉田 将志 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4 年度初任者研修会参加者 

学校法人 時任学園 樟南第二高等学校 

牧園 慶悟 

 
 
 

 公立学校での９年間の勤務を経て、昨年度から私立学校へ

赴任し、１年目で本研修会に参加しました。講義では、私立学

校の「建学の精神」について学んだことが印象に残りました。

急速に変化する社会の中で、私立学校が特色ある教育活動を

実践していくことの意義を理解することができました。また、グ

ループ討議では、「生徒対応」「保護者対応」をテーマとして、

協議しました。参加する先生方の立場や地域はそれぞれ違い

ますが、「生徒のために何か出来ることはないか」と、全員が共

通した思いをもって、協議に参加する先生方の姿に胸が熱くな

りました。 

 本研修会を終えて、私立学校教師としての自覚がこれまでよ

りも更に強くなりました。初心を忘れず、今後も成長し続ける教

師でありたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年、初任研に参加させていただき、私学教員とし

ての教養や「生徒対応」・「保護者対応」について学

んだことで、多くの気づきや新たな発見がありました。

また、私立学校だからこそ取り組めることがあること

にも気づくことができました。 

初任研の最初にご教授いただいた助言 【主体的

に参加する。自らヒントを探し、関係ないのではなく、

落とし込むことが大事】。初任研を通して、多くの気づ

きや新たな発見の中で、この助言が一番印象に残っ

ています。 

今後も初任研で学んだことを十分に活かし、初任

研に携わってくださった人達への感謝の気持ちを忘

れずにより一層精進し、子どもたちの個性を最大限

に伸ばすサポートができる教員になりたいと思いまし

た。 
 
 
 
 
 
 



 

歓迎の言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Hotel Access Map 
ホテルタイセイ 〒890-0046 鹿児島市西田 1-4-23 099-256-6111 

ホテルタイセイアネックス 〒890-0053 鹿児島市中央町 4-32 099-257-1111 

ホテルアービック鹿児島 〒890-0045 鹿児島市武 1-3-1 099-214-3588 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 参加者の宿泊先は事務局で手配し、研修会当日に宿泊先ホテルをお知らせします。 

宿泊施設と研修会場の間は、送迎バスを配車します。 

私立学校初任者研修 
鹿児島県 地区運営委員 

新納 武彦 

鹿児島情報高等学校校長 

鹿児島県私立中学高等学校 

校長会会長 

 

これからの九州の私学を担う先生方を鹿児島にお迎えし、

令和５年度私立学校初任者研修九州地区研修会を開催で

きることを心から感謝申し上げます。先生方と学ぶ機会をい

ただいて、わたくし自身がワクワクしています。 

  未来からの留学生である子どもたちにとって、「何を学ぶ」

「何処で学ぶ」がとても大切になっています。つまり、少子化が

進む中で選ばれる学校になることが、私立学校において重要

なことです。そのためには、学校の「現状打破」が必要とされ

ているのです。先生方の「気づき・考え・実行する」姿勢が求

められています。 

さて、今回の研修会では「私立学校の教員として理解する

こと・必要なこと」を意識して、研修テーマを「マナー・保護者

対応」と「授業改革をどう進めるか」の２点に絞っています。な

ぜなら、この二つが「選ばれる学校」になるための現状の課

題だからです。参加される先生方の学校やご自身の課題解

決に繋がることを切に願うばかりです。 

最後に、九州各県からの先生方のご来鹿を万全の準備を

してお待ちしています。また、本研修会開催にあたり、準備から

ご尽力いただいた皆様に心から感謝を表してご挨拶といたし

ます。 

http://www.taisei-grp.co.jp/
https://www.hotel-taisei-annex.jp/
https://www.urbic.jp/

